
 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  敦 賀 西 小 学 校  
                                                                                       
 

 

 

             

  

＜体育の授業について＞ 

 ○全校で体育ファイルを統一して作成し、学習カードをポートフォリオ形式につづっ

ていき、自分の成長を見える化する。 

 ○体力テストの結果をふまえ、各学団で、重点目標を取り上げ意識して強化を図る。

特に、昨年度課題として挙げられた、握力や瞬発力、投能力を高める運動に時間を

かけて取り組む。 

 ○準備運動として、ランニングや体つくり運動、体ほぐし運動を工夫して行う。 

 ○主運動につながる運動として、コーディネーショントレーニング等を取り入れ巧緻

性の向上を図る。 

 ○保健領域では、養護教諭や栄養教諭と連携し、健康教育の充実を図る。 

 

 ＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

 ○業間運動では、全校を学年ごとに半分に分けて実施し、どの学年も１週間に２回マ

ラソンや大縄、なわとびに取り組めるようにし、体力の維持、向上を図る。 

 ○体育的行事では、各自で目標設定ができるようにして挑戦する機会を与え、やり遂

げる喜びを味わえるようにする。 

 ○マラソンの周回数について、体育委員会の集計の際にiPadを活用して、総周回数や

走った距離が分かるようにし、業間マラソンの意欲づけにする。 

 ○マラソン大会、なわとび大会の歴代記録を掲示し、意欲を高める。 

 ○大休みや昼休みの自由遊びでは、グラウンドでの運動を推奨していく。昨年度設置

した雲梯の利用を促し、３年間使用していなかった竹馬や一輪車を使えるようにし

て、多様な運動に取り組める機会を増やす。 

 

 ＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

 ○体育的行事では、ＰＴＡ保健体育部を中心に協力を依頼し、保護者の方や地域の方

と連携しながら取り組む。 

 ○昨年度に引き続き、マラソン大会の会場を市の陸上競技場にし、安全でより良い環

境の中で実施できるようにする。 

 ○陸上競技大会や県内のマラソン大会、各種スポーツ大会など、校外スポーツ大会へ

の参加を、できる限り子どもや保護者に呼びかける。 
 

 

「やりぬく子」の育成（たくましい気力と体力を育む） 
―失敗を恐れず挑戦する心と健康で根気力を育む継続的な体力づくりの推進― 



                                                                           
         

 



 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  敦賀市立角鹿小学校   
 

元気パワーアップ作戦 

 

 

             

＜体育の授業について＞ 
○基礎体力の向上（体力テストの結果をふまえて） 

昨年度の体力テストで，いくつかの種目において県平均を上回ることができなかった。

基礎体力の向上は本校の課題と捉えている。そこで体育のはじめには，主運動に慣れ親

しむための運動を行ってから，授業を行うようにする。 
○体育専門教員との連携 

小中併設校であるという特性を活かし，中学校の体育科教員と連携しながら教材研究に

取り組み，児童がより運動が好きになるよう指導を工夫して行う。 
○健康教育の充実 
養護教諭と連携を図り，発達段階に応じた保健指導を行う。 

 

 ＜特別活動について ※「アクティブワン」を含む＞ 
○毎週２回，３０分間業間運動の時間を設け，運動時間を確保する。 

 ・各学年を「マラソン」グループと「なわとび」グループに分けて交互に行う。 

 ・それぞれにカードを作り，目標を設定して取り組ませる。 

○「ザ・チャレンジ」の種目を目標にして，１５分間の休み時間を有効活用するために，廊下

やオープンスペースでなわとびを行う。 

○昼休みにはメインアリーナ・サブアリーナ・体育館・グラウンド・天筒広場を開放し運動す

る場所を確保する。どのクラスも毎日どこかが使えるように割り当てる。 

・体育館…メインアリーナではソフトバレーボールを貸し出し，鬼遊びなどとエリアを分

けて運動に取り組むことができるようにする。サブアリーナでは縄跳びや鬼遊

びなどに取り組む。 

・グラウンド…サッカーボールを貸し出し，体育館同様エリアを分けて様々な運動に取り

組むことができるようにする。またすぐ遊べるように，ドッチボールコー

ト用ポイントを打ち，コートを作成しやすくする。 

・天筒広場…教員管理のもと，なわとびなど十分体を動かせる場を提供する。 

○グラウンド用ソフトバレーボール１つ，廊下用長縄１本をクラスに貸し出し，外でのドッチ

ボール，サブアリーナや廊下での長縄を，いつでもできるようにする。 

 

 ＜その他（家庭や地域，外部の団体や指導者等との連携策）＞ 
○養護教諭や生徒指導主事と連携し，生活リズムが整うような指導に努める。 
○家庭と連携し，長期休業中は生活の仕方を振り返るためのチェック表を活用する。 
○地域の体育協会主催行事への積極的な参加を促す。 

○体育学習発表会などをきっかけに，中学生から小学生に技能を教える場を設ける。 

 

運動大好き！元気な角鹿っ子 



 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名 敦賀市立松原小学校        
                                                                                       
 
 

 

 

             

  

＜体育の授業について＞ 

・前年度の全国体力・運動能力調査の結果より、投能力に課題が見られたため、ジャ

ベリックボール等を使用した活動から投能力の向上を図る。 

・運動を苦手とする児童が運動のおもしろさを見いだすことができるように段階的に

課題を与え、それぞれの児童が達成感を得られるようにする。また、毎時間の振り

返りの際に自分の技能の習得や記録の成長に注目させ、全ての児童が自己の変容や

成長に気づくことができるよう自己評価を行う。 

・自分の動きをタブレットで撮影し、即座に確認したり、動きを比較したりするなど

ＩＣＴ機器の活用を通して、個に応じた学びの促進や意欲の向上を図っていく。 

・領域別達成目標（自校作成資料）を活用して、発達段階に応じた指導や６年間を意

識した系統的な指導が行えるようにしていく。 

・保健や健康に関して養護教諭と連携を図り、チームティーチングなどを行いながら

学年に応じた指導を行う。 

 

＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

・火曜日と木曜日を中心に、週２回業間運動を行う。晴天時には、松原海岸を利用し

たマラソン、雨天時や冬季には縄跳びや大縄跳びを行い、年間を通じて体力の向上

を図る。大縄跳びでは、縦割りの班を作り、高学年が低学年のお手本となり、お互

いの意欲付けを行い、体力向上を図る。また、体育委員会を中心に「業間運動強化

月間」を設け、全学年で体力アップに努める。 

 ・業間や体育、学校行事に「ジンギスカン体操」「ラジオ体操」を取り入れ、多様な

動きを身に付けさせる。 

 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

 ・表現活動の一環として、外部講師を招いてダンス教室を実施予定。 

 ・感染症対策として、各クラスで体操の練習ができるように、オンラインの環境を整

えた。 

 

 

・児童が主体的に取り組む運動計画の作成 

・心身ともに健康な児童の育成 

 



 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名   敦賀市立中央小学校         
                                                                                       
 
 

 

 

             

  

 

＜体育の授業について＞ 
○道具を使用する種目を体育で行うときは、使用前後の手洗いを徹底する。 
○指導を簡潔にするなどして、１時間の授業の中での運動量を増やすことができるように

する。 
○教材研究を怠らず、保健体育の充実を図る。特に、感染症についての内容を扱う際に

は、現状と照らし合わせて指導し、注意喚起を行う。 
○地域の助産師さんを招聘し、「いのちの教室」を実施する。 

 
＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

○業間運動での体力づくり 
   ・火、木の週２回、全校で業間運動を行う。 

グラウンドでのマラソンを主とし、１年は 150ｍ、2.3 年は 200ｍ、4.5.6 年は 300ｍの

コースを自分の力に応じて走る。（ここ数年は、２グループに分かれて交互に実施） 
→コロナが５類に移行する５月中旬から実施することで、昨年度より運動量アップを

図る。また、感染症対策の観点から、マラソン終了後はしゃべらず校舎内に入る指

導を徹底することで、靴の履き替え時の密を避ける。 
・雨天時は、校舎内にて、なわとび運動（技跳び・持久跳び）を行う。 
・冬季は、なわとび運動（持久跳び・技跳び）を行う。 

  

○業間運動以外での体力づくり 
・終日、体育館の半分をボール使用可とし、自由に使えるようにいろいろな種類のボー

ルを出しておく。また、一輪車、竹馬の貸し出しを行う。 
・各クラスにボール（サッカーボール・ソフトバレーボール）、バトン、大縄等を常備

し、積極的に外遊びを奨励する。 
・オープンスペースに跳ぶ場所を確保して、自由に跳ぶ練習ができるようにする。 
・体育委員会で、苦手な子も前向きに参加できるような企画を実施する。 
 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

 ○スポーツレクリエーション（ＰＴＡ行事） 
  ・親子で運動に親しむ活動やレクリエーション活動を企画する。 

 

 

感染症対策を行いながらできるだけ運動量を確保する。 
 



 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  敦賀市立沓見小学校          
                                                                                       
 
 

 

 

             

  

＜体育の授業について＞ 

＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

 

 



 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  敦賀市立東浦小学校    
                                                                                       
 
 

 

 

             

  

＜体育の授業について＞ 

各種運動の基礎となる感覚（平衡・つかむ・飛び越す・逆さなど）や技能を高めるいくつか 

の運動を組み合わせ、児童が熱中して取り組める授業づくりを行う。 

    体力テストの結果より、本校児童は「ボール投げ」、「50ｍ走」の２点に課題があり、投力

を高める運動や、瞬発力を高める運動について取り組みを強化していく必要がある。 

・ジャベリックボールやマイボールを用いて、ボールを強く投げることを意識させる。投げる動 

作では、段階を踏んで取り組ませ、投力の向上に努める。 

・準備運動に多様なダッシュやトレーニングを取り入れ、瞬発力の向上に努める。 

  ・養護教諭と連携して性教育の充実をはかり、正しい知識と態度を身につけさせる。 

 ＜特別活動について ※「アクティブワン」を含む＞ 

  ・クラブ活動は、様々なスポーツに親しめるようにする。 

  ・保健の授業を核にして保健指導を効果的に行うように計画・実践する。 

  ・業間運動の時間（10分間）を設け、体力を高める運動に重点的に取り組む。 

「前期」：ダッシュ・持久走・鉄棒（ボール投げ）の組み合わせ 

「後期」：短縄（持久跳びと技跳び）・大縄の組み合わせ 

＜その他（家庭や地域、外部の団体や指導者等との連携策）＞ 

  ・学校栄養教諭と連携を図り、食育の推進に努める。 

 ・夏期休業中のラジオ体操への参加を推奨し、家庭と連携しながら健康な生活習慣が身に 

つくようにする。 

 

 

 

身体を動かすことが好きな児童を育てるために 

～学び合いながら体力や技能を高め、自ら積極的に運動に親しむ子の育成～ 

 



 

                                          



 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  敦賀市立粟野小学校    
                                                                                      

 

 

             

 

＜体育の授業について＞ 

・授業の導入で、鬼ごっこや３分間走、なわとびなど持久力や機敏性を高める活動を 

 取り入れる。 

 ・鉄棒や登り棒など握力・体幹強化につながる運動を積極的に取り入れる。 

・ボール投げの苦手な児童に正しい投げ方の指導をし、投げる経験を積ませる。体育 

館器具庫にボール投げに適したボールを常時置くことで、授業で手軽に使えるよう 

にする。 

・学年に応じて準備体操・ストレッチを効果的に行い、ケガの防止、柔軟性を高める。 

・合同体育であっても他クラスとの接触をなるべく避けたり、消毒を徹底したりするな

ど、感染予防に努める。 

 ・３年生以上は保健の授業において、児童に起こりやすいケガや病気のことについて、 

  具体例を挙げながら分かりやすく指導する。 

＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

・朝スポーツとして、学年ごとに校庭や体育館を割り当て、マラソンや変則ダッシュ、 

鉄棒や肋木などの遊具を使った運動を行う。 

 ・定期的に３０分間のスーパー昼休みを設け、学級遊びやたてわり遊びなどを行い、

運動を通して異学年との交流の機会をつくる。 

・全校で競い合いながら楽しめるように高学年児童が中心となって、たてわり班ごと

の大縄大会を企画・運営する。 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

・校区の社会体育（野球・ソフトボールなど）の活動について、児童に積極的に伝え 

ることで、興味・意欲を高める。 

 ・体育館に体力テストやマラソン大会の記録を掲示し、意欲づけを図る。 

 

・体力テストで特に課題が見られる種目への対策 

 （握力、上体起こし、シャトルラン、ボール投げ） 

・体幹の強化    ・ケガの防止 



 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名 敦賀市立粟野南小学校           
                                                                                       
 

 

 

             

 

＜体育の授業について＞ 

〇準備運動や体つくり運動では、校庭や体育館に設置されている固定遊具や移動式器具

を積極的に授業で活用することにより、体力テストの結果から福井県全体で課題とさ

れている握力や腕支持力の向上を図るとともに、基礎体力の向上に努める。 

○体育の授業の中で意識して投運動を取り入れ，運動経験や機会を増やす。様々な種類のボ

ールを使い、学年や発達段階に応じて投運動に親しめるようにする。 

〇全学年で体育ファイルを作成し、業間運動の記録、授業時のふり返りカードをできる

だけ多く活用することで、児童自身の課題や目標を明確化し、グループでの話し合い

活動やふり返りに役立てて成長を実感させる。 

〇保健領域では、養護教諭や外部講師による指導を積極的に取り入れ、家庭にもお便り等

で発信しながら学習内容の定着を図る。 

 

＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

〇業間運動を週４回設定している。業間休憩のスタートと同時に全校へ音楽を流すこと

で、集合を素早くし、少しでも長く走るための時間を確保している。本年度から２学

年ずつ校舎の周りを走るようにするため、他学年同士で向上心を培うことのできる場

として設定している。 

〇業間マラソンが雨天で走れないときには、各クラスで粟南ビクス(自校体操運動)を行

い、雨天時でも体力向上に取り組むことができるようにしていく。 
〇体育委員会の企画として、「体育委員からの挑戦状」を昼休みの時間に設ける。体育

委員会と様々な学年の児童とで「走の運動」や「投運動」などを競い合う場を設定し

体を動かすことの楽しさを感じられるようにする。 

〇マラソン大会前の約１ヶ月間、始業前の時間に「マラソンぐんぐん」と題して児童が

自主的に参加する朝マラソンを行う。 

 

 

○体つくり運動や主運動につながる準備運動の工夫 

○多くの運動や運動遊びを経験できる環境作り 



 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名 敦賀市立黒河小学校           
                                                                                      
 

 

 

             

  

 

＜体育の授業について＞ 
○本校独自の準備運動メニュー（元気ッズ体操）を活用し、心拍数を上げ柔軟性を高める

ことで怪我防止に努める。 

○体力づくりの課題を個々に持たせる。また、全体的に弱い握力を強化する補強運動(グー

パー体操)を授業の中に取り入れる。 

 ○保健領域では、必要に応じて養護教諭とのＴＴを実施し、体力だけでなく、健康的な生

活や生涯体育に関する意識を高める。 

 

＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

○朝の運動として、マラソン・縄跳びに取り組み、体力の向上や運動に関する思考力・判

断力を養う。児童が意欲的に取り組めるように縄跳びチャレンジカード、マラソンカー

ドなどを用いる。 
 ○縄跳び大会を実施し、競い合うことの楽しさや記録へ挑戦することへの喜びを感じさせ

ながら、運動の日常化を図る。 

○体育学習発表会では、集団表現運動や学級単独では経験できない運動にも親しむ機会を

設ける。全校で取り組むことができる種目を今年度は増やす。 

  

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 
○夏季休業前に、全校でラジオ体操を練習する時間を持ち、それぞれの運動の意味につい

て自覚させる。また、長期休業中は本校独自の体力向上プログラム（個人カード）に取

り組み、各自が目標を明確にもって多種の運動に積極的に取り組めるようにするととも

に、家庭への体力向上の啓発を行う。 

 ○全校では、毎週水曜日の｢せいけつ検査｣、また、3年生以上では、県の｢生活と学習に関

する調査｣も実施し、学校・学級全体の生活実態を把握し、家庭との連携のもと、健康的

な生活を目指した一人一人の生活改善に努める。懇談会で各担任が調査を基に保護者と

話し合う場を設ける。 

 
 

・本校児童の弱みを補強するため、児童が自ら意欲を持って体力づくりに取り

組めるよう指導･支援を行う。 

・昨年度までの取り組みを踏襲しつつ、感染症予防に努めながらできる限りの

運動を行う。 

 


